
■ 第 6 回 ■ 

農業･農村･地域活性化セミナー

2018年2月15日（木）

慶應義塾大学日吉キャンパス
協生館3F･CDF教室

入場無料

19:00～ 20:30農村で
楽しもう

農都共生研究会代表・慶應義塾大学大学院システムデ
ザイン・マネジメント研究科特任教授。北海道大学農学
部卒業後、札幌テレビ放送株式会社にアナウンサーと
して入社。「農村と都市の共生による地域再生」＝農都
共生の研究に長年携わる。著書に『農村へ出かけよう』
『農業・農村で幸せになろうよ』ほか。札幌在住。

林美香子氏著　者

沼田町商工会会長・沼田観光協会会長。株式
会社丸ヨ吉住商店代表取締役。1960年北海
道沼田町生。1984年慶應義塾大学商学部卒
業、シャープ㈱入社。1987年に帰省し丸ヨ
吉住商店入社、2003年より代表取締役。
2009年より商工会会長・観光協会会長。

吉住淳男氏ゲスト

農村と都市の持続可能な交流──「農都共生」
の中で、農村景観づくり、地産地消、６次産業化、
地域活動などの好例を、豊富な写真とともに
取り上げ、農村･地方の訴求のしかたや、都市
住民が農村に求めるものを追求する。加えて、
民泊の法整備に伴って、大きく様変わりする
であろう日本人のツーリズムの有り様を探る。

日本もいよいよ
アグリツーリズムの時代に

四六判160頁（全頁フルカラー）/1600 円（税別）/2018 年1月10日発売 / 安曇出版

■ 会場

日吉駅＝東急東横線・目黒線／
横浜市営地下鉄グリーンライン、
徒歩1分

定員100名（申込み先着順） 【当日配付】

◎林美香子著『農村で楽しもう』（100名）
◎農都共生ラボ報告書、沼田町の資料等

お申込みは以下のサイトまで

http://www.sdm.keio.ac.jp/2018/01/15-105755.html

<主催>　慶應義塾大学大学院システムデザイン・マネジメント研究科附属システムデザイン・マネジメント研究所地域活性ラボ／農都共生ラボ
<協力>　農都共生研究会／安曇出版　　<後援>　地域活性学会

18:30 開場

19:00 前野隆司研究科委員長
 による開会挨拶

19:05 林美香子特任教授に
 よる「農村で楽しもう」
 の紹介

19:50 ゲストの吉住氏と
 林特任教授による対談
 （終了後、質疑応答）

20:30 閉会、名刺交換

■ プログラム

農林中央金庫寄付講座による慶應義塾大大学院SDM研究科「農都共生ラボ(アグリゼミ)」の活動は10年目を
迎えました。「農都共生（農村と都市の共生）」をテーマに活動をしており、2014年3月から、「農業・農村・地域
活性化セミナー」を継続開催しています。
6回目の今回は、新刊「農村で楽しもう」の出版を記念して、農村でのツーリズムにスポットを当てます。農村
と都市の共生による地域活性化について、「ツーリズム」を切り口に考えます。
ゲストには、SDM研究科・夏の視察で訪れた北海道沼田町商工会会長の吉住淳男氏（慶應OB）をお迎えします。



酪農一本から
生産・製造・
販売に展開

事例①

北海道ニセコ町

髙橋牧場 ミルク工房

６次産業化・農村景観

農村・地方を
楽しむには
仕掛けが必要だ

巻頭対談

JTB総合研究所

篠崎宏　  ×

自然体で
無理をしないのが
グリーンツーリズム

事例③

愛媛県内子町

ファーム・イン RAUM古久里来

農家民宿・地域活動

食材には
その土地の
ストーリーがある

事例②

北海道真狩村

レストラン･マッカリーナ

地産地消・農村景観

廃校跡地を
利用して
６次産業の拠点に

事例⑤

沖縄県今帰仁村

あいあいファーム

6次産業化・廃校利用

十勝産小麦100％
のパン作りに
こだわる

事例④

北海道十勝

満寿屋商店

地産地消・地域活動

農業を肌で
感じることが
農業･農村の理解に

レポート

慶應SDM農都共生ラボ（アグリゼミ）の
北海道沼田町視察

都市・農村の
交流に取り組む
大規模牧場の挑戦

事例⑥

北海道根室市

伊藤牧場

6次産業化・農村景観

著者

林美香子
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